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　中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を
行っている京都発明協会の行事をご案内します。

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

　「京都府知財総合支援窓口」では、中小企業・ベンチャー企業などを経
営する方々や個人事業主を対象に、特許や商標、企業秘密、大手企業と
の契約など知的財産に関するさまざまな悩み・課題について幅広く相談
を受け付け、窓口に常駐する窓口支援担当者のほか、弁理士等の専門家
や関係する支援機関と連携してワンストップサービスを無料で行ってい
ます。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
　産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

弁理士による相談
　知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意
点等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
　知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡
る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　９月１９日　拾井　美香 氏　　１０月１７日　草地　邦晴 氏
◉相談時間帯　13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程   ９月１３日　京北商工会（京都市右京区京北周山町上寺田1-1） 奥村　公敏 氏
 １０月１１日　綾部商工会議所（綾部市西町1-50-1　Ｉ・Ｔビル4階） 清水　尚人 氏
◉相談時間帯　13：30～16：30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の15：00までにご連絡ください。　弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。
　お近くの方は是非ご利用下さい。

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

知財相談員による知財相談会（無料）
場所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。

「京都府知財総合支援窓口」における支援

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔http://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

  ９月  ４日 大坪　隆司 氏
  ９月１１日 河原　哲郎 氏
  ９月１２日 西村　竜平 氏
  ９月１３日 齊藤　真大 氏
  ９月１８日 三宅　紘子 氏

  ９月２０日 市岡　牧子 氏
  ９月２５日 大坪　隆司 氏
  ９月２６日 北東　慎吾 氏
１０月  ２日 越場　　洋 氏
１０月  ４日 川原　和也 氏

１０月  ９日 河原　哲郎 氏
１０月１０日 西村　竜平 氏
１０月１１日 笠松　信夫 氏
１０月１６日 三宅　紘子 氏
１０月２３日 大坪　隆司 氏

１０月２４日 北東　慎吾 氏
１０月２５日 龍竹　史朗 氏
１０月３０日 越場　　洋 氏

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（9～10月）
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１ はじめに
　現在、めっきは様々な工業材料の表面処理技術として広く用い
られており、対象とする材料の種類は金属材料にとどまらず、プラ
スチックやセラミックスなど多岐にわたっています。材料の中には
めっきの密着が困難であるものも多く、材料に適した前処理を行う
ことが求められます。　
　ステンレス材は表面に酸化膜である不動態層が存在するため難
めっき素材として知られており、全塩化ニッケル浴（ウッド浴）による
ストライクめっきを前処理として行うことが一般的です1）。今回、技
術相談を受けた中でSUS304材に酸性浴亜鉛めっきを行う際、
ニッケルストライクめっきを行わず、塩酸浸漬によりめっき膜の密
着性改善を行うための条件について小規模な実験による検討を行
いました。

２ 実験方法
　亜鉛めっき浴には塩化カリウム・塩化アンモニウム折衷浴を用
い、市販の添加剤を適量添加して0.8L建浴しました。20mm×
60mm×0.5mmのSUS304の板材をめっき面が20mm×50mm
となるようにテープで被覆して供試しました。前処理はアルカリ脱
脂の後、水洗し、塩酸（35ｗｔ％）水溶液に浸漬後、水洗せずに亜鉛
めっきを行いました。この際、塩酸濃度、浸漬時間、浸漬後の放置時
間を変えて検討しました。亜鉛めっきは室温下でスターラー撹拌し
ながら、電流密度5A/dm²で6分間（推定膜厚9μm）めっきし、水
洗、乾燥後、直ちに長手方向の中央部を180度折り曲げ、外側折り
曲げ部をテープで被覆し、テープに付着しためっきはく離片の量を
目視で観察して密着性評価を行いました。

３ 結果
　塩酸浸漬時間（0分、1分、5分、10分、30分）、塩酸浸漬後の放
置時間（0分、2分）、塩酸濃度（10vol%、30vol%)、を前処理因子
としました。密着性試験結果は、AA：はく離が認められないもの
A：ほとんどはく離が認められないもの、B：ある程度はく離が生じ
たもの、C：大部分がはく離したものに大きく種別しました。以下
表１及び表２に塩酸濃度別に、塩酸浸漬時間を因子とした結果を
示します。

４ まとめ
　今回の検討の結果をまとめると以下のとおりです。
　①塩酸濃度が30vol%の溶液に3分以上浸漬することで安定し
た密着性が得られました。この際に2分以内の放置時間では
密着性に影響は認められませんでした。

　②塩酸濃度が10vol%の場合は10分以上浸漬し、浸漬後すみや
かにめっきする必要があります。

　塩酸浸漬により、不動態化層が除去され、金属層とめっき膜間に
金属結合が形成され、密着性が確保されたと考えられます。また放
置時間が長くなると、不動態化層が再生され、密着を阻害すると考
えられます。
（参考文献）  1）電気鍍金研究会編：現代めっき教本, p208.

日刊工業新聞社（2011）

表面・微細加工担当より
　表面・微細加工担当では、めっきを始めとする各種表面処理加工
企業の皆様、また表面処理された製品や表面処理を発注する表面
加工ユーザーの皆様から各種相談をお受けしています。また表面
処理層の評価を依頼試験や機器貸付により行っています。上記の
ような材料に応じた前処理方法などについても加工企業の皆様と
情報交換を行いながら検討しますので、現場での課題がありまし
たら遠慮なくご相談ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 表面･微細加工担当　TEL:075-315-8634  E-mail:ouyou@kptc.jp

SUS304材への酸性浴亜鉛めっきの密着性について業務・相談
事例紹介

表１　密着性評価結果（塩酸濃度 10vol%）

京都発明協会は、知財に関する角度のいろいろな勉強会を年9回シ
リーズで実施しております。
◆第5回　10月19日
テーマ『共同研究開発契約の要点』
講　師　御池総合法律事務所

知財なんでも勉強会 開催のご案内

◆第6回　11月22日
テーマ『中小企業における最近の知財紛争・知財訴訟の現状と紛争

予防対策』～特許・意匠・商標・著作権・不競法
等の紛争・訴訟事例から学ぶべきポイント～

講　師／藤本昇特許事務所　所長 
弁理士 藤本 昇氏　　　　　　

弁護士
坂田　均氏

弁護士
草地 邦晴氏

※詳細及び参加申込みは、京都発明協会のHPをご覧ください。

よくある相談
①変色、腐食、フクレ、はくり等のクレーム処理
②表面処理層の種類や特性　③表面処理の特性や技術動向
④表面処理技術の開発　　　⑤排水処理

①表面処理層表面の定性・定量分析
X線光電子分光分析装置、FEオージェ電子分光分析装置、
電子線マイクロアナライザ（EPMA）
②表面処理層表面・断面の形状観察　走査電子顕微鏡
③表面処理層の特性評価
往復摺動式摩擦摩耗試験機、広範囲荷重摩擦摩耗試験機、
塩水噴霧試験・複合サイクル試験機
④表面処理層の結晶構造評価　X線回折装置
⑤表面処理層膜厚測定
金属顕微鏡による断面膜厚測定、蛍光X線膜厚計
⑥分光関係
顕微紫外可視近赤外分光装置、レーザーラマン顕微鏡、
紫外・可視分光光度計、分光エリプソメータ
⑦その他　イオン分析計

主な評価装置
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表２　密着性評価結果（塩酸濃度 30vol%）
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